
11
月
26
日
、
第
302
回
市
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

3

た
。

　
浜
田
純
市
長
は
、
各
議
案

の
提
案
理
由
に
先
立
ち
「
先

行
き
が
極
め
て
不
透
明
で
あ

り
『
不
安
な
時
代
』
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
今
日
、
本
市
と

し
て
も
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
や
、
ま
だ
ま
だ
不
十

分
な
基
盤
整
備
、
産
業
の
育
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　母子家庭のお母さんを対象に、就職に結びつく
　資格や技能の取得を支援する制度です。
�指定された講座等を受講する場合、受講料など
　の経費の一部を補助します。補助額：支払った
　費用の40％に相当する額（８千１円～20万円）
�保育料（一時保育）の補助もあります。
�長期（２年以上）の講座等を受講する場合、最
　後の３分の１の期間（最高12カ月）の生活費を
　補助します。補助額／月額10万３千円
�助成の要件は、それぞれの制度で異なります。

　心身障害児（者）が家庭において介護を受ける
　ことができず、一時的に介護を必要とする場合
　に、あらかじめ登録した介護者（利用者の知人
　など）への介護委託にかかる費用を助成します。
�利用条件など
介護料金／１時間当たり900円（自己負担額300
　　　　　　円、残りは市が負担）
　利用時間／１年間で50時間が上限
　対象者／身体障害者手帳、療育手帳をお持ちの方

※申込先・お問い合わせは、福祉事務所社会係（�８８０ー６５６６）まで

況

財
政
状
況

 

行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進

来
年
度
、
財
政
の
見
込
み
は
、
歳
入

に
お
い
て
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り

市
税
収
入
の
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、
地

方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
も
予
想
さ
れ

る
な
ど
、
一
般
財
源
の
確
実
な
減
収
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
市
債
発
行
も
、
地
方

債
借
入
残
高
や
起
債
制
限
比
率
の
上
昇

で
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、

財
源
不
足
を
補
う
基
金
も
、
そ
の
残
高

が
こ
の
３
年
間
で
２
分
の
１
以
下
に
な

る
な
ど
、
財
源
確
保
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
は
、
公

債
費
や
扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費
が
増

大
し
、
ま
た
、
平
成
19
年
度
以
降
の
退

職
者
増
に
伴
う
退
職
手
当
基
金
へ
の
積

立
な
ど
、
一
般
財
源
が
減
少
す
る
な
か

で
の
財
政
運
営
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

策

防
災
対
策

大
地
震
を
想
定
し
各
種
訓
練
を
実
施

　
高
知
県
全
域
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.4

の
大
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
９

月
１
日
に
南
部
地
区
を
対
象
と
し
た
、

南
国
市
震
災
訓
練
を
、
地
元
自
主
防
災

組
織
と
消
防
団
が
中
心
と
な
り
、
稲
生

小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
サ
ブ
会
場

を
伊
都
多
神
社
、
琴
平
神
社
登
り
口
東

広
場
、
緑
ヶ
丘
錦
城
公
園
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
被
害
を
受
け
た

小
学
校
校
舎
か
ら
の
避
難
訓
練
、
救
出

搬
送
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、
初
期
消

火
訓
練
を
、
ま
た
、
サ
ブ
会
場
で
は
、

津
波
避
難
訓
練
を
中
心
に
消
火
訓
練
等

を
行
い
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は

い
え
ま
せ
ん
が
、
住
民
意
識
の
高
揚
と

防
災
関
係
機
関
の
連
携
強
化
等
、
防
災

関
係
者
及
び
住
民
相
互
の
協
力
体
制
の

確
立
と
い
っ
た
、
初
期
の
目
的
は
達
成

で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
に
向
け
て

安
定
し
た
水
田
農
業
の
確
立
の
た
め

南
国
市
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会

を
発
足
し
、
作
物
生
産
・
販
売
戦
略
、

水
田
の
利
用
計
画
、
担
い
手
の
明
確
化

及
び
育
成
、
助
成
金
の
活
用
方
法
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
、
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ

ョ
ン
（
案
）
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
を
も
と
に
地
域
単

位
で
説
明
会
や
検
討
会
を
開
催
し
て
合

意
形
成
を
図
り
、
平
成
16
年
４
月
の
策

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
南
国
市
長
選
挙

が
、
12
月
７
日
告
示
、
同
14
日
投
・

開
票
の
日
程
で
行
わ
れ
、
浜
田
純
氏

が
南
国
市
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

【
南
国
市
選
挙
管
理
委
員
会
】

■
当
日
有
権
者
数
…

■
投
票
者
数
…
…
…

■
有
効
票
…
…
…

■
無
効
票
…
…
…
…
…

■
投
票
率
…
…
…

３
９
８
０
５
人

１
６
９
８
３
人

１
６
６
２
５
票

　
　
３
５
８
票

…
４
２
・
６
７
％

市
長
選
挙
の
結
果

市
長
選
挙
の
結
果

浜
田
　
純

　
（
無
所
属
　
明
見

64
歳
）

　
　
　
　
　
　
１
１
５
０
０
票

澤
田
幸
子

　
（
無
所
属
　
久
枝

54
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
５
１
２
５
票

� 浜田 純市長 再選市長選挙市長選挙市長選挙市長選挙市長選挙

当
選
後
の
初
登
庁
で
、
職
員
に

迎
え
ら
れ
、
花
束
を
受
け
取
る

浜
田
純
市
長
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成
な
ど
、
財
政
事
情
の
厳
し

い
な
か
、
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
課

題
の
一
つ
一
つ
を
解
決
し
な

が
ら
、
新
し
い
時
代
の
地
方

行
政
の
あ
り
方
を
模
索
し
実

行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
後
、
主

要
な
課
題
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

（
内
容
は
、
あ
ら
ま
し
で
す
）

　
私
た
ち
の
国
で
も
「
全
国
高
等
学
校

統
一
応
募
用
紙
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
48
年
、
労
働
省
、

文
部
省
、
全
国
高
等
学
校
長
の
会
で
採

択
さ
れ
、
以
来
、
高
校
生
は
こ
の
書
式

で
就
職
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

就
職
や
面
接
時
に
も
聞
い
た
り
書
か
せ

た
り
し
な
い
よ
う
な
以
下
の
14
項
目
を

設
定
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
を
通
じ
て

そ
の
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
14
項
目

�
戸
籍
謄
（
抄
）
本
の
提
出
　
　

戸
籍
謄
（
抄
）
本
の
提
出
　
　
　

�
社
用
紙
の
作
成

社
用
紙
の
作
成

�
身
元
（
家
族
）
調
査

身
元
（
家
族
）
調
査

�
家
族
の
職
業
、
健
康
、
家
族
関
係

家
族
の
職
業
、
健
康
、
家
族
関
係

�
家
族
の
地
位
、
学
歴
、
収
入

家
族
の
地
位
、
学
歴
、
収
入

�
家
族
の
資
産

家
族
の
資
産

�
住
居
状
況
（
部
屋
数
、
間
取
り
、
道

住
居
状
況
（
部
屋
数
、
間
取
り
、
道

　
具
類
、
道
順
）

�
宗
教
、

宗
教
、
�
支
持
政
党
、

支
持
政
党
、
�
生
活
信
条

生
活
信
条

�
尊
敬
す
る
人
物
、

尊
敬
す
る
人
物
、
�
思
想
思
想

�
本
籍
、
生
ま
れ
育
っ
た
場
所

本
籍
、
生
ま
れ
育
っ
た
場
所

�
作
文
（
生
い
た
ち
、
私
の
家
族
、
父

作
文
（
生
い
た
ち
、
私
の
家
族
、
父

　
母
を
語
る
な
ど
、
生
活
環
境
に
関
す

　
る
こ
と
）

　
こ
れ
ら
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、

ど
う
し
て
差
別
に
つ
な
が
る
の
か
、
ま

た
、
身
の
回
り
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
か
ど
う
か
考
え
て
み
た
い
で
す
ね
。

　
こ
ん
な
文
章
に
出
会
い
ま
し
た
。

　
《
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
で
は
最
近
「
日

本
食
」
が
大
流
行
で
す
。
人
口
120
万
の

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
も
「
す
し
」
の
食
べ

ら
れ
る
店
が
70
軒
以
上
で
き
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
従
業
員
、
と
く
に
優
秀
な

「
す
し
職
人
」
と
「
日
本
食
堂
支
配
人
」

の
「
大
募
集
」
で
す
。
い
わ
く
「
日
本

語
に
堪
能
な
方
」
と
か
「
寿
司
板
前
経

験
十
年
以
上
」
と
か
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
カ
ナ
ダ
の
法
律
は
「
日
本
人
シ
ェ

フ
募
集
」
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
日
本
人
で
な
く
て
も
日
本
語

に
堪
能
で
寿
司
が
チ
ャ
ン
ト
握
れ
れ
ば

「
雇
わ
な
い
」
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
す
。
お
ま
け
に
「
男
性
求
む
」

と
か
「
年
齢
30
歳
以
下
」
な
ど
と
い
う

日
本
で
は
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
「
募

集
条
件
」
、
つ
ま
り
性
別
・
年
齢
に
よ

る
「
偏
見
」
を
も
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
自
立
へ
の
道
」
菊
池
　
徹
よ
り
引
用
》

　
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
そ
の
仕
事
を
こ

な
す
能
力
や
、
資
格
と
直
接
関
係
の
な

い
性
別
や
年
齢
、
出
身
地
、
宗
教
等
に

よ
っ
て
採
用
や
進
学
を
拒
否
す
る
こ
と

は
違
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

「
履
歴
書
」
に
生
年
月
日
や
出
身
地
を

書
く
必
要
は
な
い
し
、
写
真
も
必
要
と

さ
れ
な
い
の
が
一
般
的
だ
そ
う
で
す
。

住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
活
用
を

８
月
25
日
か
ら
、
第
２
次
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
り
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
10
月
末
日
ま
で
の
発

行
件
数
は
23
件
で
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の

本
人
確
認
や
写
真
付
で
あ
れ
ば
証
明
書

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
活
用
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

健（
検
）診
事
業

診

疾
病
の
早
期
発
見
や

　
　
　
健（
検
）診
習
慣
を
目
的
に
実
施

基
本
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
を
通
年

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
11
月
２
日
に
は
、

市
民
に
健
（
検
）
診
の
習
慣
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

30
歳
、
40
歳
、
50
歳
の
年
齢
の
節
目
の

方
を
対
象
と
し
た
、
総
合
健
診
で
あ
る

「
記
念
健
診
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
11
月
10
日
と
17
日
に
は
、
最
近

増
加
し
て
い
る
前
立
腺
が
ん
の
早
期
発

見
の
た
め
高
知
大
学
医
学
部
の
協
力
を

得
て
、
前
立
腺
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま

し
た
。

題

人
権
問
題

 

市
内
企
業
か
ら
の
参
加
も
得
て

　
　
　
　
　
参
加
体
験
型
学
習
を
実
施

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
つ
い
て
考

え
、
行
動
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
実
施
し
て
い
る
、
ス
マ
イ
リ
ー
ハ
ー

ト
人
権
講
座
の
開
講
式
を
９
月
12
日
に

行
い
ま
し
た
。
11
月
ま
で
の
間
、
障
害

者
・
外
国
人
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
５
回
講
座
を
行
い
、

市
内
企
業
か
ら
の
参
加
者
な
ど
延
べ
100

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
本
講
座
は
、

「
み
ん
な
の
人
権
を
考
え
る
こ
と
は
自

分
の
人
権
を
守
る
こ
と
」
を
主
題
と
し

て
、
参
加
体
験
型
学
習
も
盛
り
込
ん
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
学
習

し
た
こ
と
を
今
後
、
職
場
や
地
域
で
活

か
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

習

生
涯
学
習

大
学
と
地
域
を
結
ぶ
新
た
な
取
組
み

　
高
知
大
学
医
学
部
と
岡
豊
地
区
公
民

館
が
共
同
し
、
地
域
医
療
の
あ
り
方
を

考
え
よ
う
と
い
う
試
み
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
介
護
予
防
や
健
康
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
習
会
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
予

防
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
し
た

「
岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
」
の
活
用
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
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